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三三
〈研究ノート〉藤原仲麻呂と渤海
―遣唐使藤原清河の帰国策をめぐって―
浜
　
田
　
久美子
はじめに
　
藤原清河は北家房前の子で、藤原氏初の遣唐大使として、
天平勝宝四年（七五二）に入唐する。天平勝宝六年に帰国の途に就き、副使大伴古麻呂や吉備真備らは帰国するが、清河や留学生阿倍仲麻呂を載せた第一船は阿児那波（沖縄）で遭難した後、行方不明となる。その後、驩州（ベトナム）に漂着し、再び唐に戻ったものの生涯帰国が叶わなかった。　
大使が帰国できなかった遣唐使 この時のみで、清河の
遭難は当時の政界に大きな衝撃をもたらしたであろう。その清河帰国 向けて動くのが 当時の権力者藤原仲麻呂である。　
仲麻呂の外交政策として新羅征討計画を論じたものは多
いが
（（
（
、清河の帰国に関する検討は十分にされていない。そ
こで小稿では、清河帰国策を通じて藤原仲麻呂の外交政策を考察したい。
一
　
藤原仲麻呂と清河・渤海
　
藤原仲麻呂と藤原清河はともに藤原不比等を祖父に持
つ。南家武智麻呂の二子仲麻呂 天平六年（七三四）に、北家房前の四子清河は天平十二年（七四〇）にそれぞれ従五位下に叙され、天平勝宝元年（七四九）七月の孝謙天皇即位により、仲麻呂は大納言、清河は参議となる
（（
（
。翌年清
河は遣唐大使に任命され、仲麻呂主催の餞別の宴が開かれている
（（
（
。仲麻呂の子刷雄も遣唐留学生として同行した。こ
のように、仲麻呂にとって清河 同時期に政界で活躍した
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三四
従兄弟であり、権力を拡大していくなかで在唐の清河の帰国が重大な使命となっていたはずだ。　
仲麻呂は、後述のように渤海経由で唐の情報を入手して
いる。また、天平宝字二年（七五八）に改めた八省の官号が渤海の制に拠るとも言われ
（（
（
、渤海への関心の高さがうか
がえる。そこで、仲麻呂と渤海 の関係を考えた　
仲麻呂は天平六年（七三四）以前に内舎人と大学少允を
務めている
（（
（
。神亀三年（七二六）に内舎人となったとすれ
ば
（（
（
、翌神亀四年の第一回渤海使の来日時には内舎人として
儀式に関わった可能性もあろう
（（
（
。続く第二回渤海使は、天
平十一年 七三九）七月に遣唐使平群広成を伴って来日した。 群広成は多治比広成を大使とする天平の遣唐使で判官を務めたが、帰国時に遭難し崑崙国に漂着する。その後唐に戻り、留学生阿倍仲麻呂の助けを借りて渤海経由で六年ぶりに帰国し 。　
この第二回渤海使己珎蒙らの帰国時に遣渤海使に任命さ
れたのが大伴犬養である。犬養は渤海 上表文の持参を求めるため 勅使とされる
（（
（
が、仲麻呂は犬養の娘との間に遣
唐留学生となる刷雄を儲けている
（（
（
。犬養の娘との結婚が木
本好信氏の指摘す よう 天平四、 五年（七三二、 三）であれば
（（1
（
、天平十二年（七四〇）の犬養の遣渤海使任命は結婚
後のことであり仲麻呂には身近な出来事であっただろう。　
その後、第三回渤海使慕施蒙らが天平勝宝四年（七五二）
九月に来日した際には、すでに仲麻呂は大納言として政権の中枢にあり、四月の大仏開眼供養会の後には孝謙天皇を田村第に迎えている。慕施蒙らとの具体的な接点を示す史料は残されていないが、渤海使入京や拝朝という外交儀礼に関わっていたと考えてよいであろう。さら 、渤海使の入京路にあたる越前や近江と 関係も深く
（（
（
、渤海との交易
に関与したことも想定される。
二
　
清河の帰国策
　
次に遣唐使藤原清河の帰国策をみていきたい。天平勝宝
六年（七五四） 清河の遣唐第一船の遭難が報告されて以降、清河帰国に向けた政策を整理した が表で る。　
表をみると、外交が動くのは天平宝字二年（七五八）の
遣渤海使小野田守の派遣であり、天平宝字八年（七六四）九月の恵美押勝の乱までは渤海経由の情報収集が続く。これらは天平宝字元年に紫微内相とな 翌年八月には大保（右大臣） 、天平宝字四年（七六〇）には大師（太政大臣）となる藤原仲麻呂の主導によると思われる。しかし、仲麻呂失脚後は、来日した新羅使が清河 書を持参するように、
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三五
Ⅰ期Ⅱ期
天平勝宝六（七五四）天平宝字二（七五八）天平宝字三（七五九）天平宝字四（七六〇）天平宝字五（七六一）天平宝字六（七六二）
三月・大宰府、遣唐第一船が奄美嶋方向に去り消息不明と報告二月頃・遣渤海使小野田守派 （万葉集巻二〇）九月・小野田守、渤海使楊承慶らを伴い帰国正月・高元度を迎入唐大使使に任命二月・楊承慶ら帰国、高元度ら渤海に出発六月・高元度ら渤海の賀正使らと入唐十月・迎入唐大使使のうち入唐しなかった内蔵全成が渤海使高南申を伴い対馬に漂着正月・高南申ら、清河の上表と常貢物 献上二月・在唐大使清河を文部卿に。高南申ら帰国十一月・高南申の送使陽侯玲璆、渤海より帰国八月・高元度、唐より沈惟岳 を伴い帰国十月・仲石伴らを遣 使に、高麗大山 遣渤海使 任命十一月・迎入唐大使使録事羽栗翔は のもとに留まり帰らず八月・遣唐使（送唐人使）を中止 沈惟岳らは大宰府に留める十月・遣渤海副使伊吉益麻呂ら渤海使王新福を伴い帰国、大使高麗大山は佐利翼津で病死
Ⅱ期Ⅲ期
天平宝字七（七六三）天平宝字八（七六四）神護景雲三（七六九）
宝亀元宝亀五
（七七四）
宝亀七
（七七六）
宝亀九
（七七八）
宝亀十
正月・在唐大使仁部卿藤原清河に兼常陸守、王新福ら唐の情勢を報告、沈惟岳の大宰府安置を継続二月・板振鎌束を船師として王新福らを帰国させる十月・鎌束ら学生高内弓、入唐学問僧戒融らを伴い帰国正月・正四位下在唐大使藤原清河を従三位に七月・新羅使金才伯来日、渤海より来た唐勅使韓朝彩が日本僧戒融の帰国を尋ねているとのこと。帰国の旨を記す太政官牒を賜り放還九月・恵美押勝の乱十一月・新羅使金初正来日、河清・朝衡らの郷親への書を持参三月、金初正らに大宰府で饗を賜り帰国させる三月・新羅使金三玄ら来日、河清の書を持参するが大宰府より放還四月・遣唐使佐伯今毛人 大伴益立らに節刀を賜り、河清に帰国する旨の書を託す十一月・遣唐判官大伴継人、河清の娘喜娘らとともに天草に漂着
	
二月・故藤原清河に従二位を贈る
【表】
出典は特に記さない限り『続日本紀』
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三六
新羅ルートでの情報収集がみられる。　
これらのことから、清河帰国策を次の三期に区分し、以
下で詳しくみていきたい。　
Ⅰ期
　
天平勝宝六年の清河遭難以降、天平宝字二年の遣
渤海使小野田守任命以前　
Ⅱ期
　
天平宝字二年の遣渤海使小野田守任命以降、天平
宝字八年九月の恵美押勝の乱まで　
Ⅲ期
　
天平宝字八年九月の恵美押勝 乱以降、宝亀十年
の故藤原清河への従二位追贈まで　（一）Ⅰ期
　
―仲麻呂政権の成立期―
　
清河遭難後、中央での大きな動きがみら ないのは、こ
の時期の内政の影響であろう。天平勝宝六年（七五四）七月には太皇太后藤原宮子が没し、天平勝宝八年（七五六）五月には前年から不予が続いていた聖武太上天皇が没している。聖武 孝謙女帝の皇太子を道祖王に決めていた 、死の翌年道祖王 廃され、仲麻呂の意志に拠り大炊王（淳仁）が立太子する
（（1
（
。翌月の仲麻呂の紫微内相就任、七月の
橘奈良麻呂の乱鎮圧、八月の天平宝字改元により仲麻呂政権が実質的に成立したとされるように
（（1
（
、Ⅰ期は仲麻呂の権
力が一挙に拡大された時期といえよう。
　
また、前稿で八世紀より遣新羅使が遣唐使事業と密接で、
①遣唐使派遣の直前、②遣唐使帰国の直前、③遣唐使が漂流した際に遣新羅使が派遣され、遭難時 遣唐使の捜索や保護の依頼を訴える役割 あったと考察した
（（1
（
。しかし、今
回清河遭難を受けても③ 遣新羅使は派遣されず、大宰府による捜索に留まっている。これは にあたる天平勝宝五年の遣新羅使小野田守が、 が礼を欠いたので使命を果たさず帰国したことに拠る
（（1
（
。その背景に、天平期の日羅
関係の悪化 加え、天平勝宝の遣唐副使大伴古麻呂が朝賀の席次を新羅より上位にするよう要求した一件 ると指摘されるが
（（1
（
、天平勝宝八年には大宰大弐吉備真備に怡土城
を築城 せ新羅に備えさせ など、遣新羅使小野田守の帰国は仲麻呂 新羅征討の端緒となる事件 なったのである。　（二）Ⅱ期
　
―仲麻呂による清河帰国策の実施―
　
第一回
　
Ⅱ期は遣渤海使小野田守の派遣に始まる。田守の派遣は、
従来新羅征討のために渤海との連携を結ぶ目的で捉えられてきた
（（1
（
。ここではそれらを否定するわけではなく、清河帰
国策という別の側面から検討してみたい。
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三七
　
天平宝字二年（七五八）二月十日に藤原仲麻呂宅で遣渤
海使田守への餞別の宴が開かれているため
（（1
（
、田守の遣渤海
使任命はそれ以前となる。したがっ 、仲麻呂が政治の実権を握ってすぐに遣渤海使派遣が決められたのである。仲麻呂の記憶には、かつて天平 遣唐使平群広成が渤海経由で帰国した例があっただろう。　
帰国した田守は唐で起きた安史の乱について報告してい
るが
（（1
（
、清河が漂着した驩州より唐に戻ったという情報もこ
の時もたらされたであろう。そこで、翌 宝字三年、高元度が迎入唐大使使に任命され、田守らに伴われ来日渤海使楊承慶らの帰国とともに派遣される。この遣渤海使小野田守派遣による情報収集 迎入唐大 使高元度 派遣の二段階を第一回清河帰国策 したい。　
高元度の迎入唐大使使以前の経歴は不明である。任務の
重大さから、入唐経験者とみ れるが、そ 名より唐人もしくは渤海人の可能性もある。渤海人ならば、天平から天平勝宝年間までに来日した渤海使の一員で日本 帰化した人物と考えらよう。　
高元度ら一行は渤海の賀正使とともに入唐する十一人
と、入唐せず渤海使高南申らとともに日本に帰国する判官内蔵全成らに分かれた。先に帰国した全成がもたらした渤
海の中台省牒により元度らの入唐が知らされ、同時に高南申らは清河の上表も持参している
（11
（
。この清河の上表が渤海
に届いたのは、前回の渤海使楊承慶の出発以後であろうから、天平宝字二年（七五八）か三年であろう
（1
（
。事前に遣渤
海使小野田守が、 渤海経由での帰国を働きかけた成果と思われる。天平宝字四年 （七六〇） 二月には 「在唐大使」のまま清河を文部卿に任じているが、清河の生存が確認でき、帰国の目処が立った めではないか
（11
（
。
　
ところが、翌年高元度の帰国に清河は同行していなかっ
た。
特進秘書監藤原河清、今依
二
使奏、
一
欲
レ
遣
二
帰朝。
一
唯恐
残賊未
レ平、道路多
レ難。元度宜
下取
二南路、
一
先帰復命
上
という粛宗の勅を受け、元度が先に帰国したという
（11
（
。また、
清河の薨伝とされる『日本紀略』の記事には、粛宗 勅を
河清是本国貴族、朕所
二
鍾愛。
一
故且留
レ
之、不
レ
許
二
放
還。
一
待
二
国家寧定、
一
差
レ
使発遣。元度等経
レ
年不
レ
帰、
本朝為
レ怪。宜
下取
二南路
一早帰命。
上
と記し、 「於
レ是河清悲傷流涕」したとある
（11
（
。粛宗の命で清
河の帰国が許されなかったということは、裏を返せば、帰国の準備が整っていたのに粛宗の命でやむなく中止となったと言えよう
（11
（
。
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三八
　
遣渤海使は翌天平宝字六年（七六二）に渤海使王新福ら
を伴い帰国する。ただし、大使高麗大山は「佐利翼津
（11
（
」で
病死し、帰国したのは副使の伊吉益麻呂らであった。翌年、王新福らにより唐の玄宗と粛宗がともに没し代宗が即位したこと、史思明の子朝儀（朝義）が皇帝を称し勢力を保ているので、朝聘が容易ではないことなどが伝えられた 、清河に関する情報は史料にはみえ 。　
渤海経由での入唐が困難であることを知り、王新福の帰
国に際して「迎清河使」を送り出すことはできなかったようである。なお王新福 帰国について 次の史料がある
（11
（
。
（前略）初王新福之帰
二
本蕃
一
也、駕船爛脆。送使判官
平群虫麻呂等慮
二其不
一 レ
完、申
レ官求
レ留。於
レ是、史生
以上皆停
二
其行、
一
以修
-二
理船、
一
使
下
鎌束便為
二
船師
一
送
二
新福等
一
発遣。
上
事畢帰日、我学生高内弓、其妻高氏、
及男広成、緑児一人、乳母一人、并入唐学問僧戒融、優婆塞一人、転
レ
自
二
渤海
一
相隨帰朝。海中遭
レ
風、所
レ
向迷
レ
方、柁師・水手為
レ
波所
レ
没。于
レ
時鎌束議曰、
異方婦女今在
二船上、
一
又此優婆塞異
二於衆人、
一
一食数粒、
経
レ
日不
レ
飢。風漂之災、未
二
必不
一 レ
由
レ
此也。乃使
下
水
手撮
二内弓妻并緑児・乳母・優婆塞四人、
一
挙而擲
上レ
海。
風勢猶猛、漂流十余日、着
二隠岐国。
一
　
第二回
　
天平宝字四年（七六〇）に仲麻呂は大保（太政大臣）と
なり、翌年十月には保良宮に遷都している。この権力の絶頂期に、仲麻呂が清河の帰国をあきらめることはなかった。高元度とともに来日した唐使沈惟岳らを帰国させる必要があり、また、武器としての牛角を粛宗より依頼されていたこともあり、天平宝字五 、仲石伴らが遣唐使に、高麗大山らが遣渤海使 任命されている。高元度の帰国が同年八月であるから、第一回の帰国策 失敗から僅か二か月後である。　
遣渤海使高麗大山の派遣についても、従来は新羅征討を
渤海と調整する使者と考え れてきた
（11
（
。しかし、清河と同
じ天平勝宝の遣唐使で判官を務めた
（11
（
高麗大山の任命は、新
羅征討だけでなく清河帰国策も兼ね備えた人選と捉えることができる ろう。高麗大山は順調に渤海に派遣されたものの
（11
（
、沈惟岳らを送る遣唐使（送唐人使）は副使の交替や
船の破損などがあり、翌年に中止されてしまう。このことから、仲麻呂は今回も 経由での情報収集と帰国という一回目と同様 方法を重視しており、渤海への信頼が伺える。新羅征討 準備もあり、武器を積んだ遣唐使船が新羅に漂着するのを恐れて派遣 ためらったとも考えられる。
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三九
　
史料には、王新福を送る船が壊れた渤海船を修理したも
ので、送使平群虫麻呂の意に反して勝手に出発してしまったように書かれている。また、先に王新福の送使に「借緋多治比小耳」が任命されていたが
（1
（
、同乗してないようにも
読める。王新福は政堂省左允と う肩書を持つ文官であり
（11
（
、このように粗末な対応がされた事情は明らかではない
が、高麗大山の死も影響しているかもしれない。結局、清河帰国策は再び失敗に終わった。ただし、鎌束らとともに帰国した学生高内弓や学問僧戒融が新 な情報がもたらした可能性はある。また、遣渤海使高麗大山が高内弓や戒融の帰国を働きかけたことも想定できる。そこで高内弓と戒融についてみていきたい。　
高内弓
　
次の史料では、宝亀四年（七七三）に来日した渤海使烏
須弗が「日本使内雄」の安否を尋ねて る
（11
（
。
能登国言、 渤海国使烏須弗等乗船一艘、 来
-二
着部下。
一
差
	
レ使勘問、 烏須弗報書曰、 渤海日本、 久来好隣、 往来朝聘、如
レ
兄如
レ
弟。近年日本使内雄等、住
二
渤海国、
一
学
-二
問
音声、
一
却
-二
返本国。
一
今経
二
十年、
一
未
レ
報
二
安否。
一
由
レ
是、
差
二
大使壱万福等、
一
遣
-二
向日本国、
一
擬
二
於朝参。
一
稍経
二
	
四年、
一
未
レ
返
二
本国。
一
更差
二
大使烏須弗等卌人、
一
面奉
二
詔旨。
一
更無
二余事。
一
所
レ附進物及表書、並在
二船内。
一
　
この内雄が高内弓とされ
（11
（
、史料からは内雄が渤海国に住
んで音声を学んだことがわかる。帰国してから十年が経つ点からも、内雄が高内弓 同人物といえるであろう。渤海が「内弓」でなく「内雄」と日本名で呼んでいることも注目できる。　
内雄が学んだのは渤海楽であろう。日本における渤海楽
は第二回渤海使己珎蒙らにより天平十二年（七四〇）に演奏されたのが初見である
（11
（
。その後、天平勝宝元年（七四九）
の宇佐八幡神入京時に禰宜尼大神杜女 東大寺を拝し、孝謙天皇、 聖武太上天皇、 光明皇太后同席のもと「大唐・渤海・呉楽」が五節田舞や久米舞とともに演奏されている
（11
（
。この
八幡神入京には仲麻呂の関与も指摘されており
（11
（
、仲麻呂が
中国で重んじられた礼楽を日本で 整備するべく渤海に留学生を送ったとみられる。　
史料では、宝亀二年（七七一）に来日した渤海使壱万福
が内雄の安否を確認するため「朝参に擬し」て派遣 た使者であったという。壱万福は持参した表が無礼 され日本側が受け取りを拒否したので、自ら書き直して拝朝が認められたことで知られるが
（11
（
、最初に持参した国書が高内弓
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四〇
となった高松連笠麻呂が見えるのみである。正倉院文書には「高笠麻呂状」がみえ、天平宝字年中、造東大寺司で高麗大山とともに働いていたことがわかる。笠麻呂と渤海留学生の内弓が親族であれば、天平宝字五年 遣渤海使高麗大山とも関係があり、高内弓の帰国に高麗大山の尽力があったことがより確実となるであろう。　
戒融
　
入唐学問僧戒融の帰国についても、以下の通り、天平宝
字八年（七六四）七月来日 新羅使により安否が問われている
（11
（
。新羅使大奈麻金才伯等九十一人、到
-二
着大宰博多津。
一
	
遣
二
右少弁従五位下紀朝臣牛養・授刀大尉外従五位下
粟田朝臣道麻呂等、
一
問
二
其由緒。
一
金才伯等言曰、 「唐
国勅使韓 彩、自
二
渤海
一
来云、 『送
二
日本国僧戒融、
一
	
令
レ
達
二
本郷
一
已畢。若平安帰
レ
郷者、当
レ
有
二
報信。
一
而至
二
于今日、
一
寂無
二
来音。
一
宜差
二
此使、
一
其消息欲
レ
奏
二
天子。
一』仍齎
二
執事牒
一
参
二
大宰府。
一
朝彩者、上
道在
二
於新羅西津。
一
本国謝恩使蘇判金容、為
下
取
二
大宰報牒
一
寄
-中
附朝彩、
上
在
レ
京未
レ
発。 」問曰、 「比来
彼国投
レ
化百姓言、 『本国発
レ
兵警備。是疑、日本
の安否を問うものであれば、日本が求める朝貢国としての上表文には該当しない。一方で 宝亀二年と四年の二度も渤海から正式に帰国の安否を問われている点で、内雄が正規の留学生として渤海からも重視さ ていたことがわかる。　
結局、日本側は烏須弗が進上した「表函」を無礼として
能登から放還し、また今後は筑紫道から来朝するように命じている
（11
（
。内雄についての返事も史料には残っていない。
この対応を見ると、来日する渤海使 朝貢使でなければならず、また外交の窓口を大宰府とする律令国家 外交認識が厳格に示されたことになる。　
なお、内雄の帰国後の消息は不明であるが、高内弓に似
た高松連内弓なる人物が 『正倉院文書』 「双倉北雑物出用帳」に以下のとおりみえ 。　
・宝亀九年（七七八）五月十八日下琵琶弐面
　　
（造東大寺司）少判官正六位勲十一等高松連内弓
　
・宝亀十年十二月六日下冶葛肆両
　　
（造東大寺司）少判官正六位勲十一等高松連内弓
　
造東大寺司少判官の高松内弓が 音声を学んだ高内弓（内
雄）であれば、勲位は渤海留学に拠るものであろう。高松連は内弓の他に、天平宝字五年に備後介、同七年に日向守
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四一
国之来問
レ
罪也。 』其事虚実如何。 」対曰、 「唐国擾
乱、海賊寔繁。是以徴
-二
発甲兵、
一
防
-二
守縁辺。
一
乃是
国家之設、事既不
レ
虚。 」及
二
其帰日、
一
大宰府報
-二
牒
新羅執事
一
曰、 「検
二
案内、
一
被
二
乾政官符
一
稱、 『得
二
	
大宰府解
一
稱、得
二
新羅国牒
一
稱、依
二
韓内常侍請、
一
欲
レ
知
二僧戒融達不。
一
府具
レ状申上者。以
二去年十月、
一
従
二
高麗国、
一
還
-二
帰聖朝。
一
府宜
三承知即令
二報知。
一』 」
　
史料より、新羅使の来朝が唐勅使韓朝彩のために戒融の
帰国を確認する目的であるとわかる
（1
（
。戒融の帰国は唐の代
宗にも報告される内容であり、先の渤海留学生高内弓の帰国の例とあわせて考えると、留学生・留学僧の本国への帰国を留学先に知ら ることが外交ルールであったと思われるが、日本では徹底されていなかったとみられる。日本は新羅の執事省牒を受け、戒融の渤海経由の帰国を知らせる太政官牒を出している。　
戒融の名はこれ以前も以後も史料に現れず、いつ入唐し
たのかも明らかではない。直近であれば、天平宝字三年の迎入唐大使使高元度らの一行とも考え が、清河を迎えるための使節団に留学僧は必要ないであろう。また、元度ら入唐者十一名のうち八名は 『入唐求法巡礼行記』巻二開成五年（八四〇）三月七日条に登州開元寺の浄土図
壁画を発願したとして、 「建必感」 「羽豊翔」 「秦育」 「白牛養」 「秦海魚」 「□□度」 「建雄貞」 「紀朝臣貞□」と名が記されている。 「建必感」は建部人上、 「羽豊翔」は羽栗翔、 「□□度」は高元度と推定され
（11
（
、録事羽栗翔が清河の元に留ま
り帰国しなかったこ も知ら る
（11
（
。高元度らと行動を共に
していればここに見えるであろうが、戒融の名は見えないため、迎入唐大使使の一行ではないようだ。そこで、清河と同じ天平勝宝の遣唐使として入唐したと考えたい。　
すでに戒融が韓朝彩に同行して渤海に入ったことが指摘
されており
（11
（
、戒融が清河とともに天平勝宝の遣唐使であっ
たとす ば、清河と接していた時期も長く、戒融と もに清河も韓朝彩と渤海に入り、ともに日本に帰国する計画であったのではないか。清河が帰国する とはなかったが、帰国した戒融により新たな清河の情報が伝えられ と考えたい。　
なお、仲麻呂による三度目の帰国策は実施されなかった。
戒融らの帰国の同年九月 孝謙上皇が淳仁天皇の元にある鈴印を奪い取り、恵美押勝の乱が起こるのである。　（三）Ⅲ期
　
―仲麻呂以後の帰国策―
　
Ⅲ期は仲麻呂政権崩壊後（仲麻呂没後）の帰国策 なる。
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四二
と報告されているが、その状態が継続されていることを表していよう。　
金初正らは大宰府に派遣された問来朝由使大伴伯麻呂や
津真麻呂らに貢物を「調」でなく「土毛」と称したことを指摘され、清河らの書 届けるついでの 産なので「調」とは称さなかったと答えており、このたびの新羅使が朝貢使でないことがわかる。これに対して日本側は、天平宝字四年に来日した新羅使金貞巻に示した「専対之人、忠信之礼、仍旧之調、明験之言」が今回も備わっていないことを理由に 入京や拝朝などの賓礼待遇を取らず、大宰府より放還させている（ただ 、清河らの書を持参 労をねぎらい大宰府で饗を賜っている
（11
（
） 。あくまでも朝貢国として
の態度を新羅に求めているのであり、仲麻呂時代にみられた積極的な情報収集や迎使の派遣などの帰国策は見出せない。　
金三玄の来日と宝亀の遣唐使
　
金初正来日から五年後の宝亀五年（七七四） 、新羅使金
三玄ら二百三十五人が国信物ととも 清河の書を持参し大宰府に来朝した
（11
（
。日本側は再び「調」でなく「国信」と称
したことを理由に大宰府より放還しており、前回のような
　
金初正の来日
　
まず、神護景雲三年（七六九）に新羅使金初正ら
百八十七人と送使（導送者三十九人）が清河と阿倍仲麻呂の郷親への書を持参して対馬に来着している
（11
（
。清河らの書
の内容は不明であるが、新羅から清河の情報が入ってくるのは初めてである。金初正によれば、 らの書は唐に宿衛していた王子金隠居が新羅に帰郷する あたり託されたものという。金隠居の入唐は大暦元年（七六六）か二年で、大暦三年の恵恭王の冊封使帰崇敬に同行 帰国し、 『文苑英華』巻二九七の銭起による「送陸珽侍御使新羅」 「重送陸侍御使日本」詩より、 副使 陸 は新羅への使行ののち、日本へ 行く予定であったと指摘されている
（11
（
。陸
珽の来日に代わり新羅使 派遣とな 事情は不明であが、新羅王は清河らの書が届くとすぐに新羅 により日本に届けたことになり、書を届けること 唐 働きかけあったとみられる
（11
（
。
　
今回の例に加え、唐の韓朝彩が天平宝字八年（七六四）
に戒融の帰国を尋ねた も新羅ルートであるため、日本への情報伝達が渤海経由から新羅経由に変更されていることになる。天平宝字六年（七六二）来日の渤海使王新福らにより、安史の乱の影響で唐と渤海 交通が容易 はな
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四三
清河の書に対する感謝の記述や大宰府での饗は確認できない。また清河の書の内容もわからない。　
清河帰国策が動くのは、宝亀七年（七七六）の遣唐使任
命である。大使佐伯今毛人に節刀とともに清河へ帰国を促す次の勅書が賜られる
（11
（
。
汝奉
二
使絶域、
一
久経
二
年処。
一
忠誠遠著、消息有
レ
聞。故
今因
二聘使
一、 便令
レ迎之。仍賜
二絁一百匹、細布一百端、
砂金大一百両。
一
宜
二
能努力、共
レ
使帰朝。
一
相見非
レ
賖。
指不
二多及。
一
　
　「消息有
レ聞」とあるのは、新羅使によりもたらされた清
河の書に拠るものであろう。しかし、宝亀 遣唐使とともに清 は帰国しなかった。僅かに宝亀九年十一月に天草に漂着した遣唐判官大伴継人の第二船 清河の娘喜娘が同乗してことが知られる
（1
（
。
　
喜娘の帰国は、清河もともに帰国する計画であったのが
叶わなかったものと思われる。翌宝亀十年 月 「故」藤原清河に従二位が贈られており、帰国した遣唐使や娘の喜娘により清河の死が伝え たとみられる
（11
（
。結局、律令国
家の三度に及ぶ清河帰還策はいずれも失敗に終わったのである。　
では、仲麻呂亡き後、清河帰国策を担った人物は誰であ
ろうか。廟堂では清河の兄藤原永手が左大臣を、二度の入唐経験を持つ吉備真備が右大臣を務めていたが、いずれも宝亀二年（七七一）に致仕 許され政界を引退する。真備は仲麻呂政権下で大宰府 長く赴任していたが、その後宝亀年間の大宰府官人に、石上宅嗣や淡海三船、佐伯今毛人ら、遣唐使に任命された者たちが散見される。彼らが新羅使を通じて入る唐の情報に接する機会はあったはずだ。しかし、積極的な清河帰国策は実現できなかった。
三
　
仲麻呂の外交政策
　
最後に仲麻呂によるⅡ期と仲麻呂没後のⅢ期を比較し、
仲麻呂の外交政策の特徴をみ みたい。　
Ⅱ期とⅢ期の最大の違いは、唐や清河に関する情報入手
経路が、渤海ルートから新羅ルートに変化したこと ある。しかし、Ⅲ期は日本から新羅に遣使して情報収集を行っているのではなく、情報を持った新 の来日という受動的な情報収集 ある点で、遣渤海使を派遣しているⅡ期とは異なる。また、宝亀四年に初めて渤海使壱万福に大宰府経由での来日が要求され 続く宝亀七年の渤海使史都蒙にも再度大宰府への来朝が述べられている
（11
（
。これは、外交の窓
口を大宰府とす 律令国家の制度を、渤海にも例外なく適
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用する動きとみられ、仲麻呂没後の反動と考えられる。裏を返せば、仲麻呂による渤海外交は制度の枠を越 た政治的な側面が顕著であったといえよう。　
仲麻呂が外交開始当初から渤海に関心を持ち、日本と渤
海との外交確立の中軸にいた人物であること 前述 とおりである。しかし、仲麻呂が施行した養老令にも渤海と外交を規定する記述はなく、渤海外交の法的根拠はなかったことになる。天平宝字期までの日渤 はほぼ に独占され、そのため仲麻呂政権 外交ルートは渤海ルートであり、高内弓のような留学生の派遣や帰国など仲麻呂が自在に操ることが可能だったのである。　
仲麻呂失脚後、外交政策を担ったのが大宰府で外交実務
を経験した吉備真備や石上宅嗣、淡海三船という優れた学者であっても、彼らは政治家ではなく、律令国家 外交制度の中 動くことしかできなかった。この め、Ⅲ 渤海外交は律令国家の外交制度の で展開され のである。　
清河の書を届けた新羅使に対しても 高内弓の帰国を尋
ねる渤海使に対しても、新羅・渤海 らの使節は朝貢使みという律令国家の外交認識で対処し来着地から放還する。Ⅲ期に来日した渤海使が清河の情報を伝えた記述 み
えない理由は、こうした硬直した外交により、仲麻呂が築いた渤海との情報ルートが遮断されてしまったためではないか。遣唐使を派遣したものの、清河はすでに没していたことも、情報収集ができていなかったためである。　
天平宝字期と宝亀年間の日渤外交の変質は、渤海が郡王
から国王に昇格し、日本 連携 て新羅を征討する必要がなくなったという渤海側の事情 理解されているが
（11
（
、新羅
征討計画の中止だけでなく、日渤関係にお ても仲麻呂政権崩壊の影響は大き のである。
おわりに
　
以上、遣唐使藤原清河の帰国策を三 に分けて検討する
ことで、仲麻呂により確立され 渤海外交は 律令国家の外交制度の枠組みを外れ、仲麻呂の政治手腕において実施されたことを指摘した。そして、仲麻呂没後には渤海外交も律令国家の外交認識に基づき制度的に行われたが 朝貢使でない新羅使や渤海使には厳しく対処する外交姿勢は、情報入手の機会を失うこととなり、藤原清河の帰 策の最終的な失敗につながった 考察した。宝亀年間を最後に新羅との国交が断絶することも、同じ要因とみることができるだろう。
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また、入唐者や渤海留学生の帰国や情報の伝達を目的に
来日した渤海使や新羅使の存在からは、越境者を受入れた国が彼らを無事に帰国させるまでの責任を有しており、そのための使者の往来も外交使節の重要な役割であったことが明らかになった。高元度の入唐を知らせたのが渤海の中台省牒であり、戒融の帰国を問うたのが新羅 執事省牒であることからすれば、人的交流 関する事務連絡には役所間の牒が用いられ と思われる。　
清河帰国策で史料上明らかなのは、迎入唐大使使高元度
の派遣と、清河の帰国を促す勅書を携えた宝亀の遣唐使派遣のみである。小稿では、推測を重ね他 帰国策を述べたものの、今後はこれらを実証していくことが課題となる。
註（
（）		
おもなものに、石井正敏「初期日本・渤海交渉における
一問題」 （ 『日本渤海関係史の研究』吉川弘文館、 二〇〇一年、初出は一九七四年） 、酒寄雅志「八世紀における日本の外交と東アジアの情勢―渤海との関係を中心として―」 （ 『渤海と古代の日本』校倉書房、二〇〇一年、初出は一九七七年） 、河内春人「東アジアにおける安史の乱の影響と新羅征討計画」 （ 『日本歴史 五六一、 一九九五年）などがある。
（
（）		 『続日本紀』天平六年正月己卯（十七日）条、天平十二年十一月甲辰 （二十一日） 条、 天平勝宝元年七月甲午 （二日） 条。
（
（）		 『万葉集』巻一九―四二四二。直前の四二四〇歌と四二四一歌は光明皇太后が清河に送った歌とそれに応える清河の歌であることからも、藤原氏 と て遣唐大使清河への期待の大きさがうかがえる。
（
（）		
瀧川政次郎「紫微中台考」 （ 『法制史論叢第四冊
　
律令諸
制及び令外官の研究』名著普及会、一九八六年、初出は一九五四年） 。なお、河内春人「変動の予兆―藤原仲麻呂政権官号改易の国際比較―」 （木本好信編『藤原仲麻呂政権とその時代』岩田書院、二〇一三年）で 、唐の影響を受けた官司名もあり、渤海の影響だけを強調すべきではないとする。
（
（）		 『続日本紀』天平宝字八年九月壬子（十八日）条。
（
（）		
岸敏男『藤原仲麻呂』 （吉川弘文館、一九六九年）は、慶
雲三年（七〇六）生まれの仲麻呂が二十一歳となった神亀三年に、蔭位により従六位に叙されると同時に内舎人となったとする。
（
（）		
やや時代は下るが、内舎人が蕃客参加時の元日朝賀に参
加することは『内裏儀式』や『内裏式』にみえ、 『延喜中務式』にも「大儀」の日に内舎人の参加がみえる。こ 「大儀」には「受蕃国使表」儀が含まれる（ 『延喜左右兵衛式』など） 。
（
（）		
石井正敏「日本・渤海交渉と渤海高句麗継承国意識」 （前
掲註（１）著書、初出は一九七五 ） 。
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（
（）		 『尊卑分脈』武智麿公孫。
（
（0）		
木本好信『藤原仲麻呂』 （ミネルヴァ書房、二〇一一年） 。
また、木本氏は天平十八年（七四六）に大伴犬養が式部少輔に任じられた際の式部卿が仲麻呂であり、犬養の出世に仲麻呂の義父という関係が働いていると指摘する。
（
（（）		
岸敏男『藤原仲麻呂』 （前掲註（６）著書）では、仲麻呂
が天平十七年（七四五）より近江守を独占していることや、保良宮の造営、近江の鉄穴を賜っていることなどが挙げられている。また、越前国に荘園 多く持つ東大寺の造東大寺司を掌握したことや仲麻呂の家司を越前や美濃、近江の要衝に配置したことなども指摘する。
（
（（）		 『続日本紀』天平宝字元年四月辛巳（四日）条。
（
（（）		
木本好信『藤原仲麻呂』 （前掲註（
（0）著書）
。
（
（（）		
拙稿「遣新羅使再考」 （ 『続日本紀研究』四〇八、 二〇一四
年） 。
（
（（）		 『続日本紀』天平宝字四年九月癸卯（十六日）条。
（
（（）		
酒寄雅志「八世紀における日本の外交と東アジアの情勢
―渤海との関係を中心として―」 （前掲註（１）論文） 。
（
（（）		
前掲註（１）の各論文を参照。
（
（（）		 『万葉集』巻二〇―四五一四。すでに石井正敏「初期日本・渤海交渉における一問題」 （前掲註（１）論文）でも指摘されている通り、仲麻呂主催の宴会であり、遣渤海使小野田守の派遣は仲麻呂の発意によるものと思われる。
（
（（）		 『続日本紀』天平宝字二年十 月戊申（十日）条。
（
（0）		 『続日本紀』天平宝字三年十月辛亥（十八日）条。
（
（（）		
赤羽目匡由「八世紀における渤海の高句麗継承意識を巡っ
て」 （ 『渤海王国の政治と社会』吉川弘文館、二〇一一年）には『冊府元亀』外臣部などをもとにこの時期の渤海からの遣唐使の一覧表（表９）があるが、七五八年から七五九年に渤海から 遣唐使は確認できない。杉本直治郎『阿倍仲麻呂伝之研究』 （育芳社、一九四〇年）では、阿倍仲麻呂の経歴のうち「北海郡開国公」について、靑州が北海郡と称した七四二年から七五八年の称号とする。これに拠れば、清河の書を渤海路で送った背後に、北海郡にいた阿倍仲麻呂の存在を考えることも可能であろう。なお、杉本氏は仲麻呂伝にみえる「北海郡開国公」 清河の略歴の間違いとするが、長野正「藤原清河伝 ついて―その生没年をめぐる疑問の解明」 （和歌森太郎先生還暦記念論文集編集委員会『古代・中世の社会と民俗文化』弘文堂、一九七六年）に拠り否定されている。
（
（（）		
増村宏「遣唐大使藤原清河の抑留」 （ 『遣唐使の研究』同
朋舎出版、一九八八年、初出は一九八〇年）も文部卿への任官を生存が確認できた結果とする。
（
（（）		 『続日本紀』天平宝字五年八月甲子（十二日）条。
（
（（）		 『日本紀略』延暦二十二年三月丁巳（六日）条。
（
（（）		
粛宗が清河を帰国させなかったことについて、増村宏「遣
唐大使藤原清河の抑留」 （前掲註（
（（）論
文）は武器等の補
充を実現するための抑留であるとし、水野柳太郎「新羅進
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攻計画と藤原清河」 （ 『日本古代の史料と制度』岩田書院、二〇〇四年）も増村説を「不当ではない」として、さらに高元度とともに来日した沈惟岳の送還に併せて武器を送り、それと引き換えに清河の帰還を要請する予定であった している。
（
（（）		
石井正敏「初期日本・渤海交渉における一問題」 （前掲註
（１ 論文）では日本の新羅征討計画の推進状況の通告と渤海側の意向の確認などを目的 し、酒寄雅志「八世紀における日本 外交と東アジアの情勢―渤海との関係 中心として―」 （前掲註（１）論文）も新羅征討の最終的な打ち合わせのためとする。また、石井論文では高麗大山が天平宝字元年から造東大寺司次官を務めており、造東大寺司を勢力下に持つ仲麻呂の信頼が厚かったこ も指摘されている。
（
（（）		 『続日本紀』天平勝宝六年四月壬申（七日）条。
（
（（）		
石井正敏「初期日本・渤海交渉における一問題」 （前掲註
（１）論文）では、 天平宝字六年「造石山寺所食物用帳」 （ 『大日本古文書』一五）の記述より大山の出発を天平宝字六年四月以降とする。
（
（（）		 『続日本紀三』 （新日本古典文学大系、岩波書店、一九九二年）脚注では佐利翼津 国名が記されていないため、遣渤海使が来着した越前国内の津と い 。
（
（0）		 『続日本紀』天平宝字七年十月乙亥（六日）条。
（
（（）		 『続日本紀』天平宝字六年十一月乙亥朔条。
（
（（）		
石井正敏「初期日本・渤海交渉における一問題」 （前掲
註（１）論文）によれば、これまでの渤海使は武官であったが、王新福以降は文官になるという。また、王新福が唐・宝応元年（七六二）に渤海郡王から渤海国王に昇格したことなどを背景に日本の新羅征討には協力しない返事をもたらしたとし、以後新羅征討が実現さ ず 渤海との外交も政治目的から経済目的に変化するという。一方で、古畑徹「渤海王大欽茂の『国王』進爵と第六次渤海使―渤海使王新福による安史の乱情報の検討を中心 ―」 （ 『集刊東洋学』一〇〇、二〇〇八年）は、渤海の国王昇格 知ら たのは王新福らが渤海を出発した後であるとするが、王新福来日の目的は石井説と同じである。
（
（（）		 『続日本紀』宝亀四年六月丙辰（十二日）条。
（
（（）		 『続日本紀三』 （前掲註（
（（）書）
天平宝字七年十月乙亥（六
日）条の脚注。
（
（（）		 『続日本紀』天平十二年 七 〇）正月丁巳（三十日）条。
（
（（）		 『続日本紀』天平勝宝元年十二月丁亥 二十七日）条。なお、 酒寄雅志「雅楽『新靺鞨』にみる古代日本 東北アジア」
（前掲註（１）著書所収、初出は一九九七年）ではこの時の渤海楽は日本人が演じたものと推測している。
（
（（）		
木本好信『藤原仲麻呂』 （前掲註（
（0）著書）
。
（
（（）		 『続日本紀』宝亀三年正月丁酉（十六日）条、二月己卯
（二十八日）条など。なお、この時に入京するまで無礼な国書の内容がわからなかったことを踏まえ、次の宝亀四年からは来着地で国書が開封されるようになっ ことが石井正
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敏「大宰府の外交機能と外交文書」 （前掲註（１）著書所収、初出は一九七〇年）により指摘されている。
（
（（）		 『続日本紀』宝亀四年六月戊辰（二十四日）条。
（
（0）		 『続日本紀』天平宝字八年七月甲寅（十九日）条。
（
（（）		
韓朝彩については、濱田耕策「留唐学僧戒融の日本帰国
をめぐる渤海と新羅」 （佐伯有清先生古稀記念会編『日本古代の伝承と東アジア』吉川弘文館、一九九五年）が唐・宝応元年（七六二）の渤海国王への冊書を携えた使 する。
（
（（）		
佐伯有清「入唐求法巡礼行記にみえる日本国使」 （ 『日本
古代の政治と社会』吉川弘文館、一九七〇年） 。
（
（（）		 『続日本紀』天平宝字五年十一月癸未（三日）条。
（
（（）		
濱田耕策「留唐学僧戒融の日本帰国をめぐる渤海と新羅」
（前掲註（
（（）論文） 。
（
（（）		 『続日本紀』神護景雲三年十一月丙子（十二日）条、宝亀元年三月丁卯（四日）条。
（
（（）		
濱田耕策「対日外交の終幕―日唐間の情報と人物の中継
をめぐって―」 （ 『新羅国史の研究』吉川弘文館、 二〇〇二年、初出は一九九七年） 。金隠居の帰国については、 酒寄雅志「藤原清河―望郷の遣唐使」 （栄原永遠男編『古代の人物三
　
平
城京の落日』清文堂出版、 二〇〇五年 でも触れられている。
（
（（）		
濱田耕策「対日外交の終幕―日唐間の情報と人物の中継
をめぐって―」 （前掲註（
（（）論文） 。
（
（（）		 『続日本紀』宝亀元年三月丁卯（四日）条。
（
（（）		 『続日本紀』宝亀五年三月癸卯（四日）条。なお、 『続日
本紀五』 （新日本古典文学大系、岩波書店、一九九八年）宝亀十年二月乙亥（四日）条の補注では、清河の書は大暦七年（七七二）の新羅の入唐使に託されたものとする。
（
（0）		 『続日本紀』宝亀七年四月壬申（十五日）条。
（
（（）		 『続日本紀』宝亀九年十一月乙卯（十三日）条。
（
（（）		
長野正「藤原清河伝について―その生没年をめぐる疑問
の解明」 （前掲註（
（（）論文）
では、 清河の没年を『続日本紀』
宝亀十年二月乙亥（四日）条にある「遂留
二
唐国、
一
不
レ
得
二
帰朝、
一
於後
二十余年
一、 薨
二於唐国
一」部分から宝亀四年頃とし、
遣唐使の帰国まで日本に情報がもたらされなかったとする。
（
（（）		 『続日本紀』宝亀四年六月戊辰（二十四日）条、宝亀八年正月癸酉（二十日）条。
（
（（）		
前掲註（１）の各論文参照。
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